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ペ
ー
ジ

規　
　
　

則

〇
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
則 

（
子
育
て
支
援
課
）　
　

一

告　
　
　

示

〇
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
の
指
定 

（
環
境
対
策
課
）　
　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

一

〇
昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
九
号
（
水
防
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
水
防

　

管
理
団
体
の
指
定
）
の
一
部
改
正 

（
河　

川　

課
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
住
所
変
更
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
二
件
） 
（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

三

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定 

（
警
察
本
部
会
計
課
）　
　

四

規　
　
　

則

　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
九
号

　
　
　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
三
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
第
二
項
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
一
条
第
三
項
、
第
七
十
七
条
第
一
項
及
び
第
八
十
五
条
中
「
第

十
三
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
六
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
形
質
変
更
時
要
届
出
区

域
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

　

 　

気
仙
沼
市
朝
日
町
七
番
五
、
八
番
一
、
九
番
、
十
番
一
、
十
番
二
、
十
番
三
、
十
三
番
一
、
十
三
番
二
、
十
三
番

三
、
十
三
番
四
、
十
八
番
三
、
二
十
番
十
一
、
二
十
番
十
二

二 　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質

の
種
類

　
　

砒
素
及
び
そ
の
化
合
物

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

岩
沼
市
寺
島
字
川
向
四
五
の
五
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

飛
砂
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅
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（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
岩
沼
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
八
号

　

昭
和
五
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
九
号
（
水
防
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
水
防
管
理
団
体
の
指
定
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
大
崎
市
」
の
下
に
「
、
富
谷
市
」
を
加
え
、「
、
富
谷
町
」
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
八
十
九
号

　

黒
沢
尻
用
水
路
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
三
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 
所　

長　
　

峯　
　

浦　
　

康　
　

宏　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
亘
理
土
地
改
良
区
役

員
の
住
所
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

総 
一 
郎　
　
　

役
職
名

変

更

後

変

更

前

氏　
　

名

住　
　
　
　
　

所

氏　
　

名

住　
　
　
　
　

所

理 

事

志
子
田
孝
夫

亘
理
郡
山
元
町
つ
ば
め
の
杜
三

丁
目
八
番
地
六

志
子
田
孝
夫

亘
理
郡
山
元
町
高
瀬
字
諏
訪
原

四
三
番
地
一

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
一
号

　

金
洗
堰
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

総 

一 

郎　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
二
号

　

亘
理
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
九
月
十
六
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

総 

一 

郎　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
鶴
田
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

平　
　

勝　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

千　

葉　
　
　

榮

大
崎
市
鹿
島
台
広
長
字
内
ノ
浦
八
百
十
五

番
地
四

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

佐

藤

好

治

黒
川
郡
大
郷
町
粕
川
字
新
長
沼
三
十
八
番

地
の
一

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

山

口

文

博

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
下
志
田
七
百
番
地

二

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

斎

藤

頼

雄

黒
川
郡
大
郷
町
土
橋
字
宮
林
畑
四
十
一
番

地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

只　

木　

　

宮
城
郡
松
島
町
幡
谷
字
検
行
十
八
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

佐　

藤　

千
加
雄

黒
川
郡
大
郷
町
大
松
沢
字
法
堂
撫
山
宅
地

二
十
九
番
地
の
一

理

事
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平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

角

田

正

人

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
十
八
騎
十
五
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
三
日

蜂

屋

文

雄

黒
川
郡
大
郷
町
羽
生
字
長
根
二
十
三
番
地

理

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

千　

葉　
　
　

榮

大
崎
市
鹿
島
台
広
長
字
内
ノ
浦
八
百
十
五

番
地
四

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

千

葉

俊

和

黒
川
郡
大
郷
町
山
崎
字
日
月
堂
十
四
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

佐

々

愼

一

宮
城
郡
松
島
町
竹
谷
字
弥
勒
堂
六
十
九
番

地
の
一

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

若　

生　
　
　

衞

黒
川
郡
大
郷
町
大
松
沢
字
鶴
田
山
六
十
番

地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

角

田

正

人

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
十
八
騎
十
五
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

山

口

文

博

大
崎
市
鹿
島
台
大
迫
字
下
志
田
七
百
番
地

二

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

佐

藤

好

治

黒
川
郡
大
郷
町
粕
川
字
新
長
沼
三
十
八
番

地
の
一

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
二
日

斎

藤

頼

雄

黒
川
郡
大
郷
町
土
橋
字
宮
林
畑
四
十
一
番

地

理

事

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
九
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
鳴
瀬
土
地
改
良
区
役

員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

加　
　

藤　
　

慶　
　

太　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

横　

山　
　
　

徹

東
松
島
市
川
下
字
茗
荷
沢
百
六
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

安

倍

民

夫

東
松
島
市
牛
網
字
駅
前
一
丁
目
五
十
一
番

地
四

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

小

野

幸

男

東
松
島
市
宮
戸
字
大
浜
台
七
番
地
二

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

佐
々
木　

勝　

美

東
松
島
市
牛
網
字
新
下
村
松
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

八　

木　

登
喜
雄

東
松
島
市
小
野
字
町
六
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

梅

森

勤

一

東
松
島
市
上
下
堤
字
中
谷
地
六
十
九
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

内

海

行

悦

東
松
島
市
大
塚
字
大
塚
十
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

伊

藤

儀

則

東
松
島
市
高
松
字
寺
前
百
九
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

安

住

髙

司

東
松
島
市
上
下
堤
字
洞
前
三
十
四
番
地

監

事

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

髙

橋

隆

一

東
松
島
市
川
下
字
宿
浦
七
十
番
地

監

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

横　

山　
　
　

徹

東
松
島
市
川
下
字
茗
荷
沢
百
六
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

安

倍

民

夫

東
松
島
市
牛
網
字
駅
前
一
丁
目
五
十
一
番

地
四

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

小

野

幸

男

東
松
島
市
宮
戸
字
大
浜
台
七
番
地
二

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

佐
々
木　

勝　

美

東
松
島
市
牛
網
字
新
下
村
松
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

八　

木　

登
喜
雄

東
松
島
市
小
野
字
町
六
十
六
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

梅

森

勤

一

東
松
島
市
上
下
堤
字
中
谷
地
六
十
九
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

内

海

行

悦

東
松
島
市
大
塚
字
大
塚
十
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

相

澤

幸

悦

東
松
島
市
根
古
字
後
田
二
十
七
番
地

理

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

浅　

野　

喜
代
志

東
松
島
市
上
下
堤
字
平
崎
前
六
十
五
番
地

監

事
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平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

櫻

井

秀

昭

東
松
島
市
浅
井
字
大
栗
五
十
一
番
地

監

事

平
成
二
十
八
年
九
月
六
日

安

積

雅

隆

東
松
島
市
根
古
字
鰹
前
五
十
四
番
地

監

事

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
Ｗ
Ａ
Ｎ
用
端
末
装
置
賃
貸
借　

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

四 　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

リ
コ
ー
リ
ー
ス
（
株
）
東
北
支
社　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四

丁
目
六
番
一
号

五　

落
札
金
額　

一
億
七
千
百
六
十
一
万
六
千
三
百
二
十
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
八
年
六
月
十
七
日


